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【回答項目】

１．フレックスタイム制の拡大

２．昇格試験における欠勤期間の取扱いの変更

３．職名の新設

４．基本協約の条文の改訂

５．スマートワークの導入

６．新幹線通勤の区間拡大

７．出張時等における新幹線指定席利用の変更

８．勤務関係帳票類の変更

９．エリア・チェンジ制度の利用申請要件の拡大

１０．社員持ち株会の見直し

１１．職場つみたてＮＩＳＡの導入

１２．技術開襟シャツの見直し

若干の議論
組合：就業規則の条文の改訂で、第55条「㉒社員からの訓練日時の変更申請が

あり、会社が承認した場合」とあるが、具体的にはどういうことか。

会社：新幹線乗務員を対象に、オンライン訓練対応として改訂するものである。

組合：会社が承認した場合としているが、意図的に判断しないこと。在来線で、

訓練日が一旦変更となった後、静岡支社の人事課から一方的に訓練変更は

けしからんとなったことがある。明らかに意図的である。

組合：フレックスタイム制の拡大について、運輸区所などの添乗指導を行う場
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要求１つも通らず！
2023年度労働協約改訂及び労働条件改善

第８回団体交渉（会社回答）
本部は本日、2023年度労働協約改訂及び労働条件改善の第８回団体交渉を開

催しました。今団体交渉で会社から回答が示されましたが、ＪＲ東海労からの

要求は何一つ通りませんでした。本部は持ち帰り検討としました。
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合も該当としているが、乗務員勤務制度との関係はどうなるのか。

会社：作業ダイヤに従事しない管理者なので、当直助役は関係ない。指導助役

が対象となる。フレックス制を適用した場合は、乗務員勤務制度の対象と

はならない。

組合：開襟シャツ変更では、車両所が対象となるということか。

会社：そうである。通気性・速乾性を向上させたつくりになっている。

会社：基本協約妥結に向けて検討されたい。

組合：今回示された項目は経費が余計にかかるようなものはない。ＪＲ東海労

が申し入れた要求は何一つ通っていない。持ち帰り検討する。

以 上
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